
データソースを設定
OnCommand Workflow Automation 5.0
NetApp
December 18, 2023

This PDF was generated from https://docs.netapp.com/ja-jp/workflow-automation-50/help/task-configure-
a-database-user-by-running-ocsetup-on-windows.html on December 18, 2023. Always check
docs.netapp.com for the latest.



目次

データソースを設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

Windows で ocsetup を実行して、データベースユーザを設定します . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  3

Linux で ocsetup を実行してデータベースユーザを設定します . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  4



データソースを設定

データソースからデータを取得するには、 OnCommand Workflow Automation （ WFA

）でデータソースとの接続をセットアップする必要があります。

必要なもの

• 6.0 より前のバージョンの OnCommand Unified Manager では、データベースへの読み取り専用のリモー
トアクセスを有効にして設定するために、 Unified Manager サーバで最新バージョンの ocsetup ツールを
実行しておく必要があります。

• OnCommand Unified Manager 6.0 以降では、 Unified Manager サーバでデータベースユーザアカウント
を作成しておく必要があります。

詳細については、 OnCommand Unified Manager オンラインヘルプを参照してください。

• Unified Manager サーバで受信接続用の TCP ポートが開いている必要があります。

詳細については、ファイアウォールのマニュアルを参照してください。

デフォルトの TCP ポート番号は次のとおりです。

TCP ポート番号 Unified Manager
サーバのバージョン

説明

2638 5.x Sybase SQL Anywhere データベ
ース・サーバ

3306 6.x MySQL データベースサーバ

• Performance Advisor には、 GlobalRead の最小ロールを持つ OnCommand Unified Manager ユーザアカ
ウントを作成しておく必要があります。

詳細については、 OnCommand Unified Manager オンラインヘルプを参照してください。

• VMware vCenter Server で受信接続用の TCP ポートが開いている必要があります。

デフォルトの TCP ポート番号は 443 です。詳細については、ファイアウォールのマニュアルを参照して
ください。

このタスクについて

この手順 を使用して、 Unified Manager サーバのデータソースを WFA に複数追加できます。ただし、
Unified Manager サーバ 6.3 以降を WFA とペアリングし、 Unified Manager サーバの保護機能を使用する場
合は、この手順 を使用しないでください。

WFA と Unified Manager サーバ 6.x のペアリングの詳細については、 OnCommand Unified Manager オンラ
インヘルプを参照してください。
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WFA を使用してデータソースをセットアップするときは、 OnCommand Unified Manager 6.0

、 6.1 、 6.2 のデータソースタイプは WFA 4.0 リリースで廃止され、以降のリリースではサポ
ートされないことに注意してください。

手順

1. Web ブラウザを使用して WFA にアクセスします。

2. [ * 設定 * ] をクリックし、 [ * 設定 * ] で [ * データソース * ] をクリックします。

3. 適切なアクションを選択します。

目的 手順

新しいデータソースを作成します をクリックします  をクリックします。

WFA をアップグレードした場合は、リストアした
データソースを編集します

既存のデータソースエントリを選択し、をクリック
します  をクリックします。

Unified Manager サーバのデータソースを WFA に追加してから Unified Manager サーバのバージョンをア
ップグレードした場合、アップグレード後の Unified Manager サーバのバージョンは WFA で認識されま
せん。以前のバージョンの Unified Manager サーバを削除してから、アップグレード後のバージョンの
Unified Manager サーバを WFA に追加する必要があります。

4. [ 新しいデータソース *] ダイアログボックスで、必要なデータソースの種類を選択し、データソースの名
前とホスト名を入力します。

選択したデータソースのタイプに基づいて、ポート、ユーザ名、パスワード、およびタイムアウトの各フ
ィールドにデフォルトのデータが自動的に入力される場合があります。これらのエントリは必要に応じて
編集できます。

5. 適切なアクションを選択します。

用途 手順

OnCommand Unified Manager 6.0 より前のバージ
ョン

ocsetup ツールの実行時にデフォルトのクレデンシ
ャルを上書きするために使用したユーザ名とパスワ
ードを入力します。

OnCommand Unified Manager 6.3 以降 Unified Manager サーバで作成したデータベースユ
ーザアカウントのクレデンシャルを入力します。デ
ータベースユーザアカウントの作成の詳細について
は、 OnCommand Unified Manager オンラインヘル
プを参照してください。
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用途 手順

Performance Advisor （ 6.0 より前のバージョンの
OnCommand Unified Manager ）

GlobalRead の最小ロールを持つ OnCommand

Unified Manager ユーザのクレデンシャルを入力し
ます。

コマンドラインインターフェイスま
たは ocsetup ツールを使用して作成
した OnCommand Unified Manager

データベースユーザアカウントのク
レデンシャルは指定しないでくださ
い。

6. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

7. * オプション * ： [ データソース ] テーブルでデータソースを選択し、をクリックします  をクリックし
ます。

8. データ取得プロセスのステータスを確認します。

Windows で ocsetup を実行して、データベースユーザを設定
します

OnCommand Unified Manager サーバで「 ocsetup 」ファイルを実行して、
OnCommand Unified Manager データベースの OnCommand Workflow Automation への
読み取り専用アクセスを設定できます。

手順

1. 「 wfa_ocsetup.exe 」ファイルを OnCommand Unified Manager サーバのディレクトリに次の場所からダ
ウンロードします。

_https ： // wfa_Server_IP /download/wfa_ocsetup.exe

「 wfa_Server_IP 」は、 WFA サーバの IP アドレス（ IPv4 または IPv6 アドレス）です。

WFA にデフォルト以外のポートを指定した場合は、次のようにポート番号を含める必要があります。

_https ： // wfa_server_ip ： port /download/wfa_ocsetup.exe

「 port 」は、インストール時に WFA サーバに使用した TCP ポート番号です。

IPv6 アドレスを指定する場合は、角かっこで囲む必要があります。

2. 'wfa_ocsetup.exe' ファイルをダブルクリックします

3. セットアップ・ウィザードの情報を読み、 * 次へ * をクリックします。

4. JRE の場所を参照または入力して、 [ 次へ ] をクリックします。

5. ユーザ名とパスワードを入力して、デフォルトクレデンシャルを上書きします。

新しいデータベースユーザアカウントが作成され、 OnCommand Unified Manager データベースにアクセ
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スできるようになります。

ユーザアカウントを作成しない場合は、デフォルトクレデンシャルが使用されます。セキ
ュリティ上の理由からユーザアカウントを作成する必要があります。

6. 「 * 次へ * 」をクリックして結果を確認します。

7. [ 次へ * ] をクリックし、 [ * 完了 * ] をクリックしてウィザードを完了します。

Linux で ocsetup を実行してデータベースユーザを設定します

OnCommand Unified Manager サーバで「 ocsetup 」ファイルを実行して、
OnCommand Unified Manager データベースの OnCommand Workflow Automation への
読み取り専用アクセスを設定できます。

手順

1. 端末で次のコマンドを使用して、「 wfa_ocsetup.sh 」ファイルを OnCommand Unified Manager サーバ
のホームディレクトリにダウンロードします https://WFA_Server_IP/download/wfa_ocsetup.sh+`

_wfa_Server_IP_is は、 WFA サーバの IP アドレス（ IPv4 または IPv6 アドレス）です。

WFA にデフォルト以外のポートを指定した場合は、次のようにポート番号を含める必要があります。

「 + wget 」と入力します https://wfa_server_ip:port/download/wfa_ocsetup.sh+`

「 port 」は、インストール時に WFA サーバに使用した TCP ポート番号です。

IPv6 アドレスを指定する場合は、角かっこで囲む必要があります。

2. 端末で次のコマンドを使用して 'wfa_ocsetup.sh ファイルを実行可能ファイルに変更します

chmod +x wfa_ocsetup.sh

3. ターミナルに次のように入力して、スクリプトを実行します。

wfa_ocsetup.sh jre_path

jre_path は JRE のパスです。

◦ 例 **

/opt/NTAPdfm/java

次の出力が端末に表示され、セットアップが完了したことが示されます。
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Verifying archive integrity... All good.

Uncompressing WFA OnCommand Setup.....

*** Welcome to OnCommand Setup Utility for Linux ***

    <Help information>

*** Please override the default credentials below ***

Override DB Username [wfa] :

4. ユーザ名とパスワードを入力して、デフォルトクレデンシャルを上書きします。

新しいデータベースユーザアカウントが作成され、 OnCommand Unified Manager データベースにアクセ
スできるようになります。

ユーザアカウントを作成しない場合は、デフォルトクレデンシャルが使用されます。セキ
ュリティ上の理由からユーザアカウントを作成する必要があります。

次の出力が端末に表示され、セットアップが完了したことが示されます。

***** Start of response from the database *****

>>> Connecting to database

<<< Connected

*** Dropped existing 'wfa' user

=== Created user 'username'

>>> Granting access

<<< Granted access

***** End of response from the database *****

***** End of Setup *****
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